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茂・早田宏 編）．医学書院 東京，pp.126-132，2013. 

 

門田淳一．副腎ステロイド．レジデントのための呼吸器診療マニュアル第 2 版（河野茂・

早田宏 編）．医学書院 東京，pp.292-299，2013. 

 

 

（その他） 

安東 優: 「COPD ってどんな病気？」 2013 年 5 月 30 日 朝日新聞朝刊 

 

濡木真一: 「（慢性閉塞性肺疾患）における最新の話題」 2013 年 11 月 16 日 西日本新聞

朝刊 

 


